
                            看護Ｃ（２５．３／２実施） 

数   学   問   題 

 

[１]                          を展開する と  の係数は  １  。 

 

① －５     ② －４     ③ －１     ④ ６ 

 

[２] Ａ＝
     

     
 、Ｂ＝

     

     
のとき、(２Ａ＋１)(２Ｂ＋１)の値は  ２  。 

 

  ① ４           ② １０         ③ ２２         ④ ２５ 

 

[３] 不等式          を満たす の値のうち、絶対値が５以下の整数は  

  ３  個である。 

 

① ６        ② ７      ③ ８      ④ ９ 

 

[４] Ａ＝
  

  
 ､Ｂ＝

 １

３
 ､Ｃ＝

  

   
 を小さい順に並べると  ４  である。 

 

① Ａ＜Ｂ＜Ｃ   ② Ｂ＜Ａ＜Ｃ  ③ Ｃ＜Ａ＜Ｂ   ④ Ａ＜Ｃ＜Ｂ 

 

[５]  ２次方程式                の１つの解が－３であるとき  の値 

は  ５  である。 

 

① －４，２    ② －２，
４

３
    ③ －２，４   ④   

４

３
 ，２ 

[６]               であるとき、Ｐ＝
１

３
    の値の範囲を求めると 

  ６  である。 

 

① －１０≦Ｐ≦１１             ② －１０≦Ｐ≦５ 

③   －７≦Ｐ≦２               ④   －６≦Ｐ≦９ 

                                     

 

看Ｃ－１ 



[７]               のグラフと  ＝３    １ のグラフとで囲まれる部分の

面積を求めると  ７  である。 

 

   ① 
１

３
           ② 

２

３
            ③ １           ④ 

４

３
 

 

[８] ２次関数           のグラフを  軸方向に  、 軸方向に  だけ  

平行移動すると、２次関数           のグラフに重なる。このとき     

の値は  ８  である。 

 

①   
５

２
   

７

２
②        ③         ④   

５

２
    

７

２
 

 

[９] ２次関数                が   で最小値 ２をとるとき、定数 、  

の値は  ９  である。 

①    ４、 ＝１ ②   ０、 ＝１ ③   ２、 ＝１ ④   ４、 ＝１  

 

[１０] 直角をはさむ２辺の和が１２の直角三角形において、その面積の最大値は 

  １０  である。 

 

① １２                ② １８      ③ ２４       ④ ３６ 

 

[１１] 放物線          は 軸に接し、かつ直線      にも接する。このと

き定数  、 の値は  １１  である。 

 

①    
５

２
   

２５

１６
②         ③         ④          

 

[１２] 放物線             の頂点(ｐ，ｑ)が、ｐ＜０，ｑ＜０を満た

すような定数  の値の範囲は  １２  である。 

 

  ①         ②          ③        ④       

 

  

                                                          

 

看Ｃ－２ 



[１３] 目の高さが１.７ｍの人が、平地に立っている木の高さを知るために、木の前

方の地点Ａから測った木の頂点の仰角が３０°、Ａから木に向かって１０ｍ近づいた地

点Ｂから測った仰角が４５°であった。木の高さは  １３  ｍである。 

 

    ①             ②             ③            ④         

 

[１４] Ａが鋭角で、   Ａ＝
１

３
のとき、    ９０  Ａ の値は  １４  である。 

 

① 
  

４
      ② 

  

２
       ③ 

   

３
     ④     

 

[１５] △ＡＢＣにおいて∠Ａ：∠Ｂ：∠Ｃ＝２：１：３のとき、ＢＣ：ＣＡ：ＡＢ        

は  １５  である。 

 

① １：  ：２  ② １：２：     ③   ：１：２ ④ ２：１：   

 

[１６] △ＡＢＣにおいて      、      、Ａ＝３０ のとき 、 

Ｂを求めると  １６  である。 

 

   ① ７５°      ② １２０°      ③ １３５°    ④ １５０° 

 

[１７] △ＡＢＣにおいて、面積が    、外接円の半径が
  

   
、     のとき、  

の値は  １７  である。 

 

① ２       ② ４      ③ ８      ④ １２ 

 

[１８]            が鋭角三角形の３辺の長さとなるとき、 の値の範囲は  

  １８  である。 

 

①        ②         ③         ④     

 

 

                                 

看Ｃ－３ 



[１９] △ＡＢＣにおいて、辺ＡＢ上と辺ＡＣの延長上にそれぞれ点Ｅ、Ｆをとり、

ＡＥ：ＥＢ＝１：２、ＡＦ：ＦＣ＝３：１とする。直線ＥＦと直線ＢＣとの交

点をＤとするとき、ＥＤ：ＤＦは  １９  である。 

   ① ３：１    ② ３：２    ③ ４：３    ④ ５：３ 
 

[２０] １,２,３,４,５,６という６つの数字を全部使って６桁の整数を作り、小さい

方から順に並べるとき、４２１６５３は前から数えて  ２０  番目にある。 

① ３８４    ② ３９０    ③ ３９２    ④ ４０２ 

 

[２１] Ａ,Ａ,Ｂ,Ｂ,Ｃ,Ｃ,Ｄの７文字を並べるとき、Ｄの両隣がともにＡである並

べ方は  ２１  通りである。 

   ① ３０    ② ６０       ③ ９０      ④ １８０ 

 

[２２] 数直線上を動く点Ｐが原点にある。さいころを投げて４以下の目が出たら正

の向きに２、他の目が出たら負の向きに１だけ進むものとする。さいころを６

回投げたとき点Ｐが座標３にある確率は  ２２  である。 

    ① 
２０

２４３
    ② 

１６０

７２９
         ③ 

２０

８１
      ④ 

８０

２４３
 

 

[２３] 箱の中に１から１０までの１０枚の番号札が入っている。この箱の中から３

枚の番号札を一度に取り出す。最大の番号が８以下であるか、または、最小の

番号が３以上である確率は  ２３  である。 

    ① 
１

６
         ② 

３

５
         ③ 

２３

３０
      ④ 

１４

１５
 

 

[２４] Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５文字を横１列に並べるとき、Ｂ、Ｃが隣り合わない

確率は  ２４  である。 

   ① 
１

５
       ② 

２

５
         ③ 

３

５
       ④ 

４

５
 

 

[２５] Ａの箱に白玉５個、黒玉１個と赤玉１個が入っており、Ｂの箱には白玉３個

と赤玉２個が入っている。Ａ、Ｂからそれぞれ２個ずつ取り出すとき、白玉３

個と赤玉１個である確率は  ２５  である。 

   ① 
３

１４
     ② 

５

１４
      ③ 

１０

２１
        ④ 

１

２
 

                                                            

 

 

 看Ｃ－４ 


